
平成 27年度 京都大学図書館機構講演会 

「デジタル化資料の公開にかかわる権利処理を学ぶ 

－基礎知識から実践まで－」 

実施概要 

 

 現在インターネット上にはデジタル化された種々の資料が公開され、大学や研究機関に

おいても貴重資料画像や機関リポジトリにおける学術論文の公開などのサービスが定着し

ているが、こうしたデジタル資料の公開にあたっては「権利処理」が欠かせないものとなっ

ている。 

 一口に「権利処理」といっても、そこには著作権者が誰なのかを確認する作業や、著作権

者が資料公開の条件として設定している許諾内容の確認、さらに公開したデジタル資料の

二次的利用を一般の利用者に対しどのように許諾するのかを明示する、など様々な要素が

含まれる。しかし日常の図書館業務で直接的、間接的にデジタル資料を扱う機会が増えてい

るにもかかわらず、ある程度の法的知識を必要とするこれらの複雑な処理について、図書系

職員が体系的に学ぶ機会はこれまであまりなかったといえる。 

 本講演会は、資料のデジタル化・公開にあたり必要となる権利処理の基礎知識についての

講義、本学における資料デジタル化事業の事例報告、権利の許諾内容を明示するライセンス

表示に関する情報提供の 3つで構成し、図書系職員はじめ大学教職員が「権利処理」につい

て複眼的に学ぶことで理解を深め、大学の重要な資源であるデジタル資料の有効活用につ

なげるものとしたい。 

 

主催：京都大学図書館機構 

共催：国立大学図書館協会近畿地区協会 

協賛：大学図書館近畿イニシアティブ 

 

１．日 時：平成 27年 12月 3日（木）13：30～17：00（受付開始 13：00） 

２．場 所：京都大学附属図書館３階 ライブラリホール 

３．対 象：大学図書館職員および本講演テーマに関心のある方（一般公開） 

４．プログラム： 

13：00         開場・受付開始 

13：30-13：35 開会挨拶：京都大学図書館機構 引原隆士 機構長 

13：35-14：50 講演「資料デジタル化・公開に伴う権利処理」 

（国立国会図書館講師派遣型研修） 

国立国会図書館関西館 電子図書館課 著作権処理係 

14：50-15：00 質疑応答 1 

15：00-15：10 休憩 

15：10-15：55 事例報告「京都大学研究資源アーカイブにおける著作権処理の 

事例」 

京都大学総合博物館  五島 敏芳 講師 

15：55-16：40 情報提供「アーカイブ、ライセンシング、権利処理：クリエイテ 

   ィブ・コモンズの設計と実務面からの示唆」 

特定非営利活動法人コモンスフィア常務理事 渡辺 智暁 氏 

16：40-17：00 質疑応答 2 

17：00         閉会 

 



＊なお、講演会の終了後、講師の方々をお招きして交流会を開催いたします（参加任意）。 

 時間：17時 30分～19時（予定） 

 場所：京都大学百周年時計台記念館 会議室Ⅳ 

 

５．受講定員：80名（申込先着順） 

６．受講料 ：無料 

 （講演会後の交流会に参加される場合は、3,000円（予定）の参加費をいただきます。） 

 

７．申込方法：申込用Webフォームにご記入のうえ、お申し込みください。 

  URL  http://www2.kulib.kyoto-u.ac.jp/kenshu/?p=3899 

  申込締切：平成 27年 11月 19日（木） 

 

８．企画：図書館機構（図書館業務改善推進会議 人材育成部会） 

９．その他・記録： 

 当日の講演記録について、映像は京都大学 OCWにて、資料は京都大学学術情報リポジ

トリ KURENAIで保存・公開の予定です。 

10．問い合わせ先：図書館業務改善推進会議 人材育成部会（京都大学附属図書館総務課） 

         e-mail: kenshu-uke2@kulib.kyoto-u.ac.jp 

 

アクセスマップ http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/access/campus/yoshida/map6r_y/ 

⑱附属図書館 

③百周年時計台記念館 


